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ォヽ 縄性斤層

筑後平野の南辺を画する筑肥（へ女）山地の北縁は水縄（みのう）山地、あるいは水縄進山と呼ばれ、
ぷが び よ う39

その北硫は急峻な崖をなし、平野部か ら眺めた姿があたか宅屏風を立てたように見えることから“屏

思山＂とも称されています。
ふて

この筑肥山地の前百を縁どるようにス留ネ・由王丸•吉井・浮羽の 1 市 3 町にわたって認められる

のが水縄断暦である。この所暦の総延長は約 20kmで、いくつかの雁行ないし並行する断層からなり、

西より追分・布椋・柳坂•宮園・吉木・草野・益生田•福益・屋部・流川の十断層で構成され、水縄活断層索

と総称ざれています。

この断層索を構成する断層は活動度B緑 (1000年あたりの平均的なずれの風が10cm以上、 1m以下）

の右横ずれ を1半う北落ちの正断層とされています。ま た、それらの断層度は急1t頁詞の谷によって閉祈

されているものの、なお新鮮な崖地形を呈しており、その形成が比較的新しい時期に行われ、現在で

七緋挫続していることを物語っていま す。

水縄断層は、平成9年 7月28日に国の天然記念物として指定を受けました。

衛星からみた水縄断屡 （左下 ：有明海 右上 ：博多湾）



山JII前田遺跡の断層掘削調査

1993年 10月、追分断層上の山川前田遺踪において遠踪調査終了後、松田時彦九州大学理学部教揆（東

京大学名誉教疫）、寒川旭通産省工業技術院室 調査書主任研究官、干田昇大分大学敷育学部教授の指
くつ言< ,._ん~,~と， とうさよ 9 ..言し 99か ふんさげんL-•う

導の宅とに掘削調査が行われた結果、断層路頭と宅に多数の地割れ、撓曲様造、液状fヒ・噴砂現象踪な

どが嘩芦されました。
必9・•:

また調査では 4回 の 活動痕踪（イペント ）宅碑認され、約二万五千年前の鹿児島県の拾 良 カ ル デラ

の噴大による AT大山灰層の蓄積前に1回、同大山灰堆積後に 3回、計4回の地震活動があったことが
じ● 9 0/aとし・セでぶつ は C さ

8月らかとなり、さらに最新の活動による地割れ充填堆積物の中に土師器が含まれ、上部を謙倉時代の

益笛誓笞絲しこ覆われていたことや、筑後地方の遺踪に残る地震痕踪・地展資料などの比較検討から水

縄断層が『日本書紀』天武七年十二月 (67 9)条にみえる筑紫国 地 震の震源断層であることが判 8月し

ました。

山）II前 田 逮 跡 （山裾を断溜が走る）

筑紫四没衷の窓源の決め手となった土師器が

出土した没割れ （同遺跡第2トレンチ束壁）

黒色の腐植土屑、オレンジAT火山灰層が断ち

切られる （同辿跡第1トレンチ西壁）

本来、水平に堆租する腐坦土厄が大さくたわむ

（同辿跡第2トレ ンチ西壁）



天武七年の筑紫国地震

『是の月に、筑紫国、大きに地動る 。地裂くること広さ二丈（＊一丈は約 3m)、長さ三千余丈。百姓の舎屋、

杓毎に多く 1卜れ壊れたり。是の時、百姓の一家、岡の上にあり。地動くる夕に当りて、岡崩れて虞遷れり 。

然れとも家既に全くして破壊るることなし 。家の人、岡の罪れて家の避れることを知らず。會明の後、知

りて大きに窯く』

これは天武天皇七年十二月 (67 9)、筑紫国で大地棠が起こり、多大な被害が出たことを1云える 『日 本

再紀』の記事である 。この筑紫国地震は山）1|前田遺跡において行われた断層掘削調査により水縄断層が

その震源であったこと、約8,000~12,000年閉際で声来する水縄断層の最新の活動であったこと、またそ

の地震規模は過会三回の平均変1立量からマグニチ ュード 7級であったことなどが明らかになりました。

筑後地方の古代遺踪では筑紫国地粟による地割れ、液状1ヒ・噴砂現象の痕踪が多数見つかっていますが、

それらの状況から筑紫国地裳は1995年の兵庫南部地震にも匹敵する大地震であったことが判明しました。

なおこの筑紫国地震は文献に記載され、発生年代の明らかな地震としてはわが国最古の地震であります。

国府前身官術の東限大溝底の液状化・噴砂踪

（合J||llf」筑後国府跡）

弥生時代の蹂漆を引き裂く地割れ辟

（合川町筑後国府跡）

液 状1t.のために陥浚し、再版察された土塁 （小水城）

（上津町上津七塁跡）

弥丑豆寺1-¥;.(lJ墨至穴f主与号とEEに1大せられた含本を引き

裂く地害」れ （黒い筋） （安武Illr束烏遺跡）



［用蒻痺諒］

袴舌断層 第四紀あるいは第四乎已後期を通じて現在までの数十万年の閉、断層運動を繰り返し、

今後七活動する可能性がある断層 を い う ぶ 舌 断 層 はM 7かそれ以上 の大地震の繰り返さ

れた過会の大地震の踪であると固時に、将来そのような大地震の発生源と宅いえる。

断層の 租 類 （参考文畝①による ）

翠度

正断層 逆断暦

□9’→ 

横ずれ断囮

•一

地渇夏の時のある地点での揺れの強さをいう 。体感、周囲の物の揺れ方、被害の状況など

に基づいて観測者が判定する。我が国では製0（無感）から七（激涙）の 8階級の気象庁震

度階級が使用されていたか、平 成 8年度から震度五、六を 「強」「弱」に分けた10階毀の震

度階級 が使用されている 。

マ グニチュード 地震計の記蹄からある約束の七とに求めた地震の規模の大ヽトを表したもので、一般

にMで表す。マグニチュードは地震のエネルギー と関1冤し、Mが 1増えると地捩のエネルギ

ーは約301音、2増えると約10001音となる。例えばM7の地裳はM5の地震の千1固分に相当する 。

天武 七 年． 一般に 天 武 七 年 は 西 暦678年 で あるが、ユリウス歴では天武七年十二月一日は679年 1月

18日となることから、地震の起こった天武七年十二月は679年となる 。

液状化・噴砂環象 水をたっぶり含んだ砂思が激しい地震動（震度6以上）に遭うと、 ぐにゃぐにゃ

となり （液状1t.)、さらに上部に蓋の役目をする粘古土質の層があると、フドと砂が一緒にこれ

引き裂いて地表に噴出する （噴砂）。1964年の新潟地震では液状ft.のため高層ア パートが

1到れたり、1頃いたりした。
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